
　

沼
田
城
の
構
造
や
歴
史
な
ど
を
調
査
し
、
過
去
の
文
化

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
は
「
沼
田

市
史
跡
沼
田
城
跡
調
査
・
保
存
整
備
事
業
」
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
平
成
４
年
に
計
画
さ
れ
た
「
沼
田
公

園
長
期
整
備
構
想
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、
期
間
は
平

成
30

年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
６
年
で
す
。
城
郭
の

専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
専
門
部
会
の
指
導
、
議
論
に
基
づ

い
て
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
に
は
本
丸
内
を

発
掘
調
査
し
、
大
正
時
代
以
降
整
備
さ
れ
た
公
園
の
下
に
、

真
田
氏
時
代
の
地
面
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
発
掘
調
査
の
目
的
は
、
真
田
氏
が
整
備
し
た

沼
田
城
本
丸
を
区
画
す
る
本
丸
堀
の
位
置
と
規
模
、
構
造

な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
調
査
は
６
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
位
置
は
現
在
の
地
形
や
江

戸
時
代
の
絵
図
面
、
過
去
の
研
究
な
ど
を
も
と
に
予
想
さ

れ
る
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
内
に
、
ト
レ
ン
チ
と
呼
ば
れ
る
溝

を
掘
り
、
試
掘
調
査
区
を
設
定
し
ま
し
た
。
（
３
ペ
ー
ジ

地
図
参
照
）

　

調
査
序
盤
で
は
、
本
丸
堀
の
南
側
の
境
目
と
な
る
ラ
イ

ン
を
確
認
。
中
盤
に
差
し
掛
か
っ
た
現
在
は
、
ト
レ
ン
チ

１
の
北
端
部
分
の
本
丸
堀
北
側
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ

の
辺
り
は
本
丸
の
南
東
隅
に
当
た
り
、
絵
図
面
で
は
櫓
が

立
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
本
丸
か
ら
堀
の
中
へ

か
け
て
瓦
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
櫓
に
葺
か
れ
て
い
た

物
が
堀
の
中
へ
落
ち
た
、
あ
る
い
は
投
げ
込
ま
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
調
査
中
盤
か
ら
終
盤
に
か
け
て
は
、
本
丸

堀
の
中
を
掘
り
、
堀
の
深
さ
や
底
面
の
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
予
定
で
す
。

　

沼
田
公
園
は
、
本
市
出
身
で
土
木
技
術
者
の
久
米
民
之

助
（
１
８
６
１
～
１
９
３
１
年
）
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
が
、
発
掘
調
査
に
よ
り
そ
の
状
況
も
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
丸
堀
は
多
量
の
土
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
江
戸
時
代
末
期
か
ら
近
代
の
陶
磁
器
が
出
土

本丸堀の構造を探る

特集　沼田城発掘調査

沼田公園に眠る沼田城跡は、大

正時代以降の公園整備により改

変を受け、長らく謎のままでし

た。令和元年度から始まった発

掘調査で、沼田城の全体像が

徐々に解明されていきます
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